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照射を行ったマイナーアクチノイド (MA)-Zr 水素化物（U, Th, Zr）Hxについて、TEM 観察による微細組織

評価を行った。その結果、組織中にはボイドやバブルは形成しておらず、MA-Zr 水素化物はスエリング耐性

に優れることが示唆された。 
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1. 緒言 

長寿命放射性廃棄物の地層処分の負担軽減に向けて進められている、MA-Zr 水素化物ターゲットを高速炉

ブランケット領域に配置する研究の中で、MA-Zr 水素化物ターゲットの開発が進められている。実用化にお

いては、燃焼に伴う微細組織変化から生じるスエリングを考慮する必要がある。本報告では、中性子照射を

行った(U, Th, Zr)Hxについて、TEM 観察による微細組織評価を行った結果を示す。 

2. 実験方法 

ウラン濃度の異なる(U, Th, Zr)Hxペレットである、11U-2TEM（天然ウラン）および 11U-3TEM（濃縮ウラ

ン：19.9％）に対して、材料試験炉（JMTR）において中性子照射を行った。11U-3TEM の照射条件は、照射

温度：約 450 ℃（ペレット表面）から約 530 ℃（ペレット中心部）、高速+熱中性子束：約 6.84×1014 n/cm2、燃

焼度：1.1%FIMA である。照射後の 2 種類の試料 11U-2TEM、11U-3TEM から FIB を用いて薄膜試料を作製

し、TEM 観察（EDS 元素分析とキャビティ評価）を行った。 

3. 結果と考察  

EDS 元素分析を行い、MA-Zr 水素化物において重要となる Zr リッチ相

について、組織評価を行った。その結果、11U-2TEM および 11U-3TEM の

いずれの領域にもボイドやバブルは確認されなかった。また、ペレット外

周部にはキャビティはほとんど確認されなかった。ペレット中央部には、

有意なキャビティが観察された。評価の結果、U 濃縮度によってキャビテ

ィの数密度に大きな差はなかったが、U 濃縮度が高い 11U-3TEM の方が

サイズは大きかった(右図)。これは、濃縮度が高い場合には照射時の試料

温度が高くなり、空孔の拡散が促進されたことを示唆している。いずれに

しても、キャビティの体積割合は非常に小さいことから、それが体積変化

に及ぼす影響はごくわずかであると考えられ、MA-Zr 水素化物は、スエリ

ング耐性に優れることが示唆された。 
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